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論 文 内 容 の 要 旨

キチンは甲殻類の外殻の主成分である｡ エビ ･ カニのようなものばかりでなく, 動物性プランクトンに

も甲殻類に属するものがきわめて多い｡ 一般に魚はこれらの甲殻類を好んで捕食するが, 捕食されたこれ

らの外殻は実際に消化管内で消化されるのかどうか, 従来ほとんど研究がなく明らかにされていない｡ 本

論文はこの点を究明する目的で供試魚としてスズキを用いて行なった研究結果をまとめたものである｡

キチンが酵素によって分解される場合, そo)分解の程度を測る目安としては通常分解生産物で ある N-

アセチルグルコサミンあるいは還元糖を定量する方法が用いられているが, こ0)研究において著者はさら

にキチンの減少量を定量する新 しい方法を考案 し, こ0)方法を併用している｡

スズキの諸臓器のうち胃の組織にはかなり強力なキチン分解酵素が存在することを認め, その最適 pH

値は 4.0付近であり, その最適温度は 500-55oC付近であることを明らかにした｡ またこの酵素作用に

よって生じる物質は N- アセチルグルコサ ミン, N,N'ジアセチルキ トビオ- スおよびさらに高次のオ リ

ゴ糖であるが, その大部分は後者であることを芙証 した｡ 著者はスズキの胃内のpH値は通常4-5であ

ることを確認 し, このことから捕食されたキチンはスズキ白身の分泌する酵素によって胃においてある程

度消化されるものであろうと推定 している｡

スズキの消化管内にはそのときの状態によって異なるが 104-109/gの細菌が存在 し, それらの大部分

はキチン分解作用を有 していることを明らかにした｡ これらから62株を純粋分離 し, それぞれ形態学的 ･

培養学的 ･生理学的諸性状を調べ, これらを3 属 6 種に分類 した｡ これらはいずれもこれまで分離記載さ

れたことのない新 しい種類の細菌であると推定され, 著者によってそれぞれ Vibriogerrisn.sp.,Vibrio

labrakosn.sp.,Vibrioorphusn.sp.,Aeromonasskianian.sp.,Aeromonaschitinophthoran.sp.,

Alginomonaschannen.spリ と命名されている｡ これらのうちとくにキチン分解作用の強力な Vibrio

gerrisおよび Aeromonaschitinophthoraについて調べた結果, いずれもそのキチン分解酵素は菌体外

酵素であると推定され, 前者の酵素の最適 pH値は7.O 倖近, 後者のそれは5.5-6.0付近であることが明
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らかにされた｡ このことからキチンは腸管内においては細菌の作用によって分解を受けるのであろうと著

者は推定 している｡ また最適温度は両者とも 40oC付近であった｡ この酵素の作用によってキチンから生

じる物質は N-アセチルグルコサ ミンおよびそU)オリゴ糖であるが, 大部分は前者であってスズキ自身の

酵素の作用による場合と異なる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

従来魚類にはキチン分解酵素は存在 しないと考えられ, したがって捕食された甲殻類の殻は恐らく消化

管内に存在する細菌によって分解されるのであろうと信じられていたが, 詳細な研究は全 くなく明らかで

はなかった｡

著者は魚自身がかなり強力なキチン分解酵素をもつことを確かめ, かつある程度その性状を明らかにし

ている｡ また消化管内に存在する大部分の細菌はキチン分解細菌であり, しかもこれらの細菌が既知の細

菌とは異なり, いずれも本論文によってはじめて報告された新種の細菌であることを明らかにし, 魚には

消化管内に特殊のキチン分解細菌が存在するのであろうとの示唆を与えている｡

なお細菌から得た酵素についてもその性状を検討し魚から得 た もののそれ との差異を明らかにしてい

る｡

以上はすべてスズキについて得られた結果であって魚類に普遍的に認められる事実であるかどうかまだ

確かめられていないが, 本論文は魚類におけるキチンの消化に関連 した初めての業績として十分高 く評価

されるものと考えられ, 学界 ･業界に寄与するところが大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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